
　

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
会

議
員
団（
瀬
戸
一
正
団
長
）は

２
０
１
７
年
12
月
25
日
、
大

阪
市
役
所
内
で
吉
村
洋
文
大

阪
市
長
に
２
０
１
８
年
度
大

阪
市
予
算
編
成
と
当
面
の
施

策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
は
市
民
の
暮
ら

し
、
健
康
、
福
祉
に
関
わ
る

も
の
な
ど
３
９
５
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険（
国
保
）の
都
道
府

県
単
位
化
で
は
、
統
一
保
険

料
を
押
し
付
け
な
い
よ
う
府

に
要
請
す
る
こ
と
や
、
市
と

し
て
一
般
会
計
か
ら
の
任
意

繰
り
入
れ
を
継
続
す
る
な
ど

加
入
者
の
負
担
軽
減
に
務
め

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
の
休
止
・
廃

止
計
画
の
撤
回
、「
放
課
後

子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
各
種
支
援
事
業
を
活
用

し
、
学
童
保
育
に
対
す
る
補

助
金
の
増
額
な
ど
、
留
守
家

庭
児
童
対
策
事
業
の
拡
充
を

図
る
よ
う
要
望
。
住
吉
市
民

病
院
跡
地
に
は
同
病
院
の
医

療
機
能
を
引
き
継
ぐ
公
立
の

病
院
を
建
設
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

　

地
下
鉄
・
市
バ
ス
の
民
営

化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
地
域
公

共
交
通
を
守
り
、
発
展
さ
せ

る
た
め
に
浸
水
対
策
や
す
べ

て
の
路
線
・
駅
へ
の
可
動
式

ホ
ー
ム
柵
の
設
置
を
求
め
て

い
ま
す
。

　

教
育
関
連
で
は
保
護
者
・

関
係
者
の
声
を
無
視
し
た
学

校
統
廃
合
を
行
わ
な
い
こ
と

や
、
市
内
統
一
テ
ス
ト
を
中

止
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

の
中
止
を
府
に
求
め
る
こ
と

を
要
求
。
就
学
援
助
制
度
の

拡
充
や
府
に
移
管
さ
れ
た
特

別
支
援
学
校
の
教
育
条
件
整

備
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
立
大
学
は
府
立
大

学
と
統
合
せ
ず
、
研
究
・
教

育
条
件
を
拡
充
す
る
よ
う
要

望
。
万
博
を
利
用
し
、
カ
ジ

ノ
誘
致
を
テ
コ
に
し
た
夢
洲

を
舞
台
と
す
る
巨
大
開
発
は

行
わ
ず
、「
特
別
区
」
設
置

を
否
決
し
た
２
０
１
５
年
の

住
民
投
票
の
結
果
を
重
視

し
、
大
阪
市
廃
止
・
特
別
区

設
置
の
「
大
阪
都
」
構
想
は

断
念
し
、
合
区
を
前
提
に
し

た
「
総
合
区
」
案
は
撤
回
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

吉
村
市
長
は
「
政
策
的
な

議
論
で
は（
日
本
共
産
党
と
）

真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る
こ
と

が
多
い
が
、
そ
の
分
、
充
実

し
た
議
論
を
し
て
い
る
。
具

体
的
な
提
案
は
じ
っ
く
り
検

討
し
、
予
算
議
会
で
も
議
論

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

「
大
阪
都
」構
想
は
断
念
を

共
産
党
大
阪
市
議
団 

新
年
度
予
算
で
要
望

新
年
度
予
算
編
成
な
ど
に

つ
い
て
要
望
書
を
吉
村
市

長
に
提
出
し
、
意
見
交
換

す
る
日
本
共
産
党
大
阪
市

議
団
＝
２
０
１
７
年
12
月

25
日
、
大
阪
市
役
所
内
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